


生後１か月まで（おおむね４～６週未満）

妊娠届出がお済みの方に「１か月児健康診査受診票」を発行します。

◆県内の医療機関で受ける場合◆
　健診できる医療機関などで受けることができます。
　健診を受ける際には、「１か月児健康診査受診票」に乳児氏名、生年月日、保護者氏名および住所
　などを記入し、母子健康手帳と一緒に健診を受ける医療機関に提出してください。

◆県外の医療機関で受ける場合◆
　①健診できる医療機関で受け、健診料金を全額お支払いしてください。
　②後日、保健センターで助成金交付申請手続きを行ってください。
　　（助成金交付申請書の様式は、保健センター窓口にあります）
　③内容確認後、助成金を指定の口座にお振込みします。
　※妊娠届出時に発行した「１か月児健康診査受診票」は使用できません。
　※なお、助成金額は、（一社）長野県医師会または（一社）長野県助産師会との委託契約において
　　定める健診料額が上限となります。詳しくは下記へお問い合わせください。

町内に在住し、保育施設（特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業所）に在籍している３歳未満児

■町民税所得割課税額 57,700 円未満の世帯
　第１子を半額、同児通園に関わらず第２子について無償
■町民税所得割課税額 57,700 円以上の世帯
　同児通園に関わらず第２子について半額

▪本制度の拡充に伴う申請手続きなどは不要です。
▪すでに国の制度により軽減されている場合は本制度の対象外です。

主 な 支 援 制 度・募 集 など

申請方法や提出書類など詳細については、町ホームページをご覧いただくか各問い合わせ先で
ご確認ください。

　出産後１か月のお子さんの発育や健康栄養状態、身体異常などを医療機関で診査してもらう費
用について、令和７年４月１日以降に生まれたお子さんから公費で負担します。

健診時期

受診方法

◎申請・問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 512）　直通 75－6230

　　　は今年度からの新規事業　　　　は今年度から拡大した事業　　　　　

　仕事や用事により一時的に保育を必要とする保護者が、ベビーシッターを安心して利用できる
環境を整え、育児負担の軽減など子育て家庭を応援します。

補助対象

補助金額

町内在住の小学校６年生までの子どもについての保育料および交通費

■保育料
　１時間あたりの保育料の２分の１の額、または 1,500 円のうちいずれか低い額（上限  年 48 時間分）
　兄弟姉妹で同時に利用した場合は、１時間あたりの保育料の２分の１の額、または 1,500 円 × 同時
　利用した兄弟姉妹の数のうちいずれか低い額
■交通費
　１回あたりの交通費の２分の１の額、または 600 円のうちいずれか低い額

▪入会金、会費、手数料、キャンセル料、おむつ代などの費用は対象になりません。
▪この制度の対象となるベビーシッターとは、児童福祉法第 59 条の２の規定により、都道府県知事または
　中核市の長、政令指定都市の長に対し居宅訪問型保育事業者として届出を行っている事業者に限ります。

◎申請・問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

注意事項

　平成 28 年４月から実施している第３子以降の保育料の無償化に加え、新たに令和７年４月分
の保育料から第１子、第２子についても軽減します。

軽減対象

軽減内容

◎問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

注意事項
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生後１か月まで（おおむね４～６週未満）

妊娠届出がお済みの方に「１か月児健康診査受診票」を発行します。

◆県内の医療機関で受ける場合◆
　健診できる医療機関などで受けることができます。
　健診を受ける際には、「１か月児健康診査受診票」に乳児氏名、生年月日、保護者氏名および住所
　などを記入し、母子健康手帳と一緒に健診を受ける医療機関に提出してください。

◆県外の医療機関で受ける場合◆
　①健診できる医療機関で受け、健診料金を全額お支払いしてください。
　②後日、保健センターで助成金交付申請手続きを行ってください。
　　（助成金交付申請書の様式は、保健センター窓口にあります）
　③内容確認後、助成金を指定の口座にお振込みします。
　※妊娠届出時に発行した「１か月児健康診査受診票」は使用できません。
　※なお、助成金額は、（一社）長野県医師会または（一社）長野県助産師会との委託契約において
　　定める健診料額が上限となります。詳しくは下記へお問い合わせください。

町内に在住し、保育施設（特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業所）に在籍している３歳未満児

■町民税所得割課税額 57,700 円未満の世帯
　第１子を半額、同児通園に関わらず第２子について無償
■町民税所得割課税額 57,700 円以上の世帯
　同児通園に関わらず第２子について半額

▪本制度の拡充に伴う申請手続きなどは不要です。
▪すでに国の制度により軽減されている場合は本制度の対象外です。

主 な 支 援 制 度・募 集 など

申請方法や提出書類など詳細については、町ホームページをご覧いただくか各問い合わせ先で
ご確認ください。

　出産後１か月のお子さんの発育や健康栄養状態、身体異常などを医療機関で診査してもらう費
用について、令和７年４月１日以降に生まれたお子さんから公費で負担します。

健診時期

受診方法

◎申請・問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 512）　直通 75－6230

　　　は今年度からの新規事業　　　　は今年度から拡大した事業　　　　　

　仕事や用事により一時的に保育を必要とする保護者が、ベビーシッターを安心して利用できる
環境を整え、育児負担の軽減など子育て家庭を応援します。

補助対象

補助金額

町内在住の小学校６年生までの子どもについての保育料および交通費

■保育料
　１時間あたりの保育料の２分の１の額、または 1,500 円のうちいずれか低い額（上限  年 48 時間分）
　兄弟姉妹で同時に利用した場合は、１時間あたりの保育料の２分の１の額、または 1,500 円 × 同時
　利用した兄弟姉妹の数のうちいずれか低い額
■交通費
　１回あたりの交通費の２分の１の額、または 600 円のうちいずれか低い額

▪入会金、会費、手数料、キャンセル料、おむつ代などの費用は対象になりません。
▪この制度の対象となるベビーシッターとは、児童福祉法第 59 条の２の規定により、都道府県知事または
　中核市の長、政令指定都市の長に対し居宅訪問型保育事業者として届出を行っている事業者に限ります。

◎申請・問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

注意事項

　平成 28 年４月から実施している第３子以降の保育料の無償化に加え、新たに令和７年４月分
の保育料から第１子、第２子についても軽減します。

軽減対象

軽減内容

◎問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

注意事項
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主 な 支 援 制 度・募 集 など

　大学・高校に在学または、職業訓練機関などに入所している方で、次の要件を備えている場合に、
奨学金を支給します。

　帯状疱疹ワクチンの予防接種が予防接種法に基づく定期接種の対象になり、町でも、帯状疱
疹やその合併症を予防するため、年度内に 65 歳を迎える方などを対象として「帯状疱疹予防接種」
を実施します。対象者には４月上旬までに予診票等をお送りします。詳しくはそちらをご覧ください。

対象者

ワクチンの種類と料金

（１）令和７年度中に 65 歳になる方 ( 昭和 35 年４月２日～昭和 36 年４月１日生まれ )
（２）接種日に 60 ～ 64 歳で、ヒト免疫不全ウイルスにより重い障がいを有する方
（３）令和７～ 11 年度の５年間の経過措置として、その年度内に 70・75・80・85・90・95・100 歳

　　  になる方（下表参照）。ただし令和７年度に限り、100 歳以上の方は全員対象となります。

◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 512）　直通 75－6230

主な支援制度・募集など

◎出願・問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

受給要件
（１）受給者または親権者が坂城町に引続き 1 年以上居住していること
（２）修学の意欲が旺盛で、かつ、その能力を有すると認められること
（３）経済的な理由により、修学困難と認められること
（４）他の奨学金制度による学資等の給与または貸与を受けていないこと

給与額　　　　　　　　　　　　　　　　　　    出願期限
月額 10,000 円（年２回に分けて支給）　　　　　４月 15 日（火）必着
※出願には所得基準がありますので、下記へお問い合わせください。

疱

生年月日

   　　　　　　　　　 ～ 昭和元年４月１日生

昭和５年４月２日生 ～ 昭和６年４月１日生

昭和10年４月２日生 ～ 昭和11年４月１日生

昭和15年４月２日生 ～ 昭和16年４月１日生

昭和20年４月２日生 ～ 昭和21年４月１日生

昭和25年４月２日生 ～ 昭和26年４月１日生

昭和30年４月２日生 ～ 昭和31年４月１日生

年齢

100歳～

95歳

90歳

85歳

80歳

75歳

70歳

上 記（１）か ら（３）のうち、
過去に帯状疱疹ワクチンを接
種したことのある方（実費で接
種した方も含む）は接種対象
となりません。

実施期間 令和８年３月 31 日（火）まで 実施医療機関 町内・町外の実施医療機関

生ワクチン（皮下注射）

１回

１回あたり2,100円

ワクチンの種類と接種方法

回数と間隔

自己負担額

組換えワクチン（筋肉内注射）

２か月以上の間隔をあけて２回

１回あたり5,400円

医師が特に必要と認めた場合は、インフルエンザ・新型コロナ・高齢者肺炎球菌などの他のワクチンと
同時接種が可能です。ただし、生ワクチンは他の生ワクチンと27 日以上の間隔を置いて接種してください。

　聴力機能の低下により日常生活に支障がある 65 歳以上の高齢者の方の生活支援および社会参
加などを支援するため、補聴器の購入費用の一部を補助します。

対象者

次の要件をすべて満たしている方
（１）町内に住所を有し、現に居住しており、申請の時点において満 65 歳以上の方
（２）聴覚障がいによる身体障害者手帳の交付を受けていない方
（３）両耳の聴力レベルが 40 デシベル以上 70 デシベル未満または片耳の聴力レベルが 40 デシベル以

　　  上で他耳の聴力レベルは 90 デシベル未満である方
（４）耳鼻咽喉科の医師から補聴器の必要性を認める証明を受けた方
（５）町税等の滞納がない方

購入費用の２分の１以内（上限３万円）

管理医療機器（※）としての補聴器本体と付属品
ただし、医師証明書（町の指定様式）に基づき令和７年４月１日以降に購入したものであること
※管理医療機器とは、副作用または機能の障がいが生じた場合において、人の生命および健康に影響 
　を与えるおそれがあることからその適切な管理が必要なものとして、厚生労働大臣が薬事審議会の意
　見を聴いて指定するもの。

次に掲げる費用は対象外です。
▪集音器、付属品のみの購入、修理、メンテナンスにかかる費用
▪診察料（受診・検査費用）、文書料、送料等

補助金額

補助対象

注意事項

◎申請・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 135）　直通 75－6205

令
和
７
年
度
の
経
過
措
置
対
象
者

　肺炎球菌による肺炎の発症および重症化を防ぐため、年度内に 65 歳を迎える方を対象に「高
齢者肺炎球菌予防接種」を実施します。対象者には４月上旬までに予診票等をお送りします。詳
しくはそちらをご覧ください。

※期間内に接種しない場合、その後の接種料金
　は全額自己負担となりますのでご注意ください。

※接種可能かどうか事前に医療機関にお問
　い合わせのうえ受けてください。

◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 512）　直通 75－6230

 対象者
（１）令和７年度中に 65 歳になる方 ( 昭和 35 年４月２日～昭和 36 年４月１日生まれ )
（２）接種日に 60 ～ 64 歳で、心臓・腎臓・呼吸器に重い病気のある方およびヒト免疫不全ウイルスに

　　  より重い障がいを有する方
※上記（１）（２）ともに過去に高齢者用肺炎球菌ワクチンを接種したことのある方（実費で接種した
　方も含む）は接種対象となりません。
 実施期間　令和８年３月 31 日（火）まで　　　　　接種料金　自己負担額　2,000 円
 実施医療機関　町内・町外の実施医療機関　（事前に医療機関にお問い合わせのうえ受けてください。）
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主 な 支 援 制 度・募 集 など

　大学・高校に在学または、職業訓練機関などに入所している方で、次の要件を備えている場合に、
奨学金を支給します。

　帯状疱疹ワクチンの予防接種が予防接種法に基づく定期接種の対象になり、町でも、帯状疱
疹やその合併症を予防するため、年度内に 65 歳を迎える方などを対象として「帯状疱疹予防接種」
を実施します。対象者には４月上旬までに予診票等をお送りします。詳しくはそちらをご覧ください。

対象者

ワクチンの種類と料金

（１）令和７年度中に 65 歳になる方 ( 昭和 35 年４月２日～昭和 36 年４月１日生まれ )
（２）接種日に 60 ～ 64 歳で、ヒト免疫不全ウイルスにより重い障がいを有する方
（３）令和７～ 11 年度の５年間の経過措置として、その年度内に 70・75・80・85・90・95・100 歳

　　  になる方（下表参照）。ただし令和７年度に限り、100 歳以上の方は全員対象となります。

◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 512）　直通 75－6230

主な支援制度・募集など

◎出願・問い合わせ先　教育文化課子ども支援室　☎82－3111（内線 253）　直通 75－6209

受給要件
（１）受給者または親権者が坂城町に引続き 1 年以上居住していること
（２）修学の意欲が旺盛で、かつ、その能力を有すると認められること
（３）経済的な理由により、修学困難と認められること
（４）他の奨学金制度による学資等の給与または貸与を受けていないこと

給与額　　　　　　　　　　　　　　　　　　    出願期限
月額 10,000 円（年２回に分けて支給）　　　　　４月 15 日（火）必着
※出願には所得基準がありますので、下記へお問い合わせください。

疱

生年月日

   　　　　　　　　　 ～ 昭和元年４月１日生

昭和５年４月２日生 ～ 昭和６年４月１日生

昭和10年４月２日生 ～ 昭和11年４月１日生

昭和15年４月２日生 ～ 昭和16年４月１日生

昭和20年４月２日生 ～ 昭和21年４月１日生

昭和25年４月２日生 ～ 昭和26年４月１日生

昭和30年４月２日生 ～ 昭和31年４月１日生

年齢

100歳～

95歳

90歳

85歳

80歳

75歳

70歳

上 記（１）か ら（３）のうち、
過去に帯状疱疹ワクチンを接
種したことのある方（実費で接
種した方も含む）は接種対象
となりません。

実施期間 令和８年３月 31 日（火）まで 実施医療機関 町内・町外の実施医療機関

生ワクチン（皮下注射）

１回

１回あたり2,100円

ワクチンの種類と接種方法

回数と間隔

自己負担額

組換えワクチン（筋肉内注射）

２か月以上の間隔をあけて２回

１回あたり5,400円

医師が特に必要と認めた場合は、インフルエンザ・新型コロナ・高齢者肺炎球菌などの他のワクチンと
同時接種が可能です。ただし、生ワクチンは他の生ワクチンと27 日以上の間隔を置いて接種してください。

　聴力機能の低下により日常生活に支障がある 65 歳以上の高齢者の方の生活支援および社会参
加などを支援するため、補聴器の購入費用の一部を補助します。

対象者

次の要件をすべて満たしている方
（１）町内に住所を有し、現に居住しており、申請の時点において満 65 歳以上の方
（２）聴覚障がいによる身体障害者手帳の交付を受けていない方
（３）両耳の聴力レベルが 40 デシベル以上 70 デシベル未満または片耳の聴力レベルが 40 デシベル以

　　  上で他耳の聴力レベルは 90 デシベル未満である方
（４）耳鼻咽喉科の医師から補聴器の必要性を認める証明を受けた方
（５）町税等の滞納がない方

購入費用の２分の１以内（上限３万円）

管理医療機器（※）としての補聴器本体と付属品
ただし、医師証明書（町の指定様式）に基づき令和７年４月１日以降に購入したものであること
※管理医療機器とは、副作用または機能の障がいが生じた場合において、人の生命および健康に影響 
　を与えるおそれがあることからその適切な管理が必要なものとして、厚生労働大臣が薬事審議会の意
　見を聴いて指定するもの。

次に掲げる費用は対象外です。
▪集音器、付属品のみの購入、修理、メンテナンスにかかる費用
▪診察料（受診・検査費用）、文書料、送料等

補助金額

補助対象

注意事項

◎申請・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 135）　直通 75－6205

令
和
７
年
度
の
経
過
措
置
対
象
者

　肺炎球菌による肺炎の発症および重症化を防ぐため、年度内に 65 歳を迎える方を対象に「高
齢者肺炎球菌予防接種」を実施します。対象者には４月上旬までに予診票等をお送りします。詳
しくはそちらをご覧ください。

※期間内に接種しない場合、その後の接種料金
　は全額自己負担となりますのでご注意ください。

※接種可能かどうか事前に医療機関にお問
　い合わせのうえ受けてください。

◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線 512）　直通 75－6230

 対象者
（１）令和７年度中に 65 歳になる方 ( 昭和 35 年４月２日～昭和 36 年４月１日生まれ )
（２）接種日に 60 ～ 64 歳で、心臓・腎臓・呼吸器に重い病気のある方およびヒト免疫不全ウイルスに

　　  より重い障がいを有する方
※上記（１）（２）ともに過去に高齢者用肺炎球菌ワクチンを接種したことのある方（実費で接種した
　方も含む）は接種対象となりません。
 実施期間　令和８年３月 31 日（火）まで　　　　　接種料金　自己負担額　2,000 円
 実施医療機関　町内・町外の実施医療機関　（事前に医療機関にお問い合わせのうえ受けてください。）
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主 な 支 援 制 度 ・ 募 集 な ど

　国民健康保険加入者および後期高齢者医療保険加入者を対象に、人間ドック受診料を補助
します。受診する医療機関によって申請方法が異なりますので、下記の申請方法を確認のうえ、
福祉健康課で手続きしてください。なお、上記保険加入者以外の方は、各加入保険者へお問
い合わせください。

　町内への移住・定住を促進し、定住人口の増加と地域の活性化を図るため、自らが移住・定
住する目的で、町内にマイホームを新築、または新築住宅を購入される方を応援します。

主 な 支 援 制 度・募 集 など

補助金額　■日帰りドック：13,000 円　　■１泊２日ドック：15,000 円
申請方法
①40 歳以上の方で指定医療機関（右記）で受診する場合
　→受診日決定後、ドック受診前に補助券の交付申請をしてくださ

い。その場で補助券を発行します。
　【持ち物】 受診日がわかるもの（病院からの案内等）、保険証または

資格確認書など
　　補助券の交付申請をしなかった、または受診当日に補助券を
　　 持参しなかった場合は、②の方法で申請をお願いします。

②指定医療機関以外で受診する場合、または 40 歳未満の国民健康保険加入者
　→ドック受診後（医療機関から健診結果到着後）に補助金の交付申請手続きを
　　行ってください。（申請書は福祉健康課窓口または町ホームページからもダ
　　ウンロートできます）後日、指定口座にお振込みします。
　【持ち物】 保険証または資格確認書など、印鑑、領収証（原本）、健診結果の写し、振込先の口座番号がわ
　　　　　  かるもの

　再生可能エネルギーの積極的な活用と環境にやさしいまちづくりを推進するため、町内
で住宅用スマートエネルギー設備を導入する方を支援します。今年度からは、電気自動車
の購入に対する支援も行います。

補助金額

■住宅用太陽光発電システム　　　　　　　上限14万9,000円
■家庭用定置型蓄電システム　　　　　　　上限20万円
■家庭用エネルギー管理システム（HEMS）  上限５万円
■電気自動車等充給電設備（V2Ｈ）　　　    上限10万円
■電気自動車　　　　　　　　　　　　　　上限10万円　

（１）搭載された電池に蓄えられた電気のみをエネルギー源として、電動機で走行する自動車であること
（２）自家用の新車として購入した未使用の自動車であること
（３）自動車検査証に記載された所有者または使用者が申請者と同一で、使用の本拠の位置が申請者　　  

　　  の住所と同一であること
（４）電気自動車と住宅の間で相互に電力を供給できる電気自動車等充給電設備（V2H）が設置されていること

補助対象となる電気自動車

◎申請・問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　直通 75－6211

　都内に本部を置く大学の、東京圏（埼玉県、千葉県、東京都および神奈川県）のキャ
ンパスに通学する学生が、町内に移住し、長野県内で就職する場合に支援します。

◎申請・問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　直通 75－6211

 対象住宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助金額
■新築住宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対象住宅１件につき10万円（申請１回まで）
■築後１年以内の建売住宅（中古住宅を除く）　　　
 対象者
町税または前住所地の市町村税の滞納がない方で次の（１）または（２）に該当する方
（１）町内に住所を有する方、または取得した新築住宅に住所登録できる方
（２）取得する新築住宅の名義人となる方
※新築住宅は着工前、建売住宅は建物の引渡し（登記）前に申請が必要です。

■JA 厚生連
　（松代総合病院、篠ノ井総

合病院、佐久総合病院）
■千曲中央病院  
■上田生協診療所

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線 133）　直通 75－6205
　　　　　　◎問い合わせ先　　　   保健センター　         ☎82－3111（内線 512）　直通 75－6230　

※対象システム設置の着工・購入前に
　申請が必要です。
電気自動車以外の補助要件について
は、町ホームページをご覧ください。

◎申請・問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　直通 75－6211

　東京圏（埼玉県、千葉県、東京都および神奈川県（以下、同じ））、愛知県または大
阪府から町内に移住した方で、一定の就業または創業をしようとする方を支援します。

 対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■東京圏、愛知県または大阪府に在住し、就労または通学していた方で、町内に移住した方
■次のア～エのいずれかに該当する方
　ア　長野県の運営するマッチングサイトに掲載されている求人に応募し、
　　　採用された方
　イ　自己の意思により移住し、移住前の業務を引続き行うテレワーカー
　ウ　関係人口に該当し、要件に該当する就業をしている方
　エ　長野県の創業支援金の交付決定を受けており、１年以内に当支援金の
　　　申請を行う方
※上記以外にも要件がありますので、町ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。
 支援額
▪単身の世帯：60万円　　▪２人以上の世帯：100万円（18歳未満の帯同者１人につき100万円を加算）

◎申請・問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　直通 75－6211

 対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■大学の卒業年度内に、東京都内に本部がある大学の東京圏内のキャンパスに在学（原則４年以　
　上）し、当該大学を卒業見込みである方
■大学の卒業年度において、東京圏に継続して在住している方
■長野県内に就職することが内定していて、卒業後に就職し、町内に移住する意思を有している方
※上記以外にも要件がありますので、町ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。
 支援額
就職活動に関する規定に沿った長野県内での就職活動で、卒業年度の６月１日以降の面接にかかる
往復交通費１回分（上限8,500円）

（

（
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主 な 支 援 制 度 ・ 募 集 な ど

　国民健康保険加入者および後期高齢者医療保険加入者を対象に、人間ドック受診料を補助
します。受診する医療機関によって申請方法が異なりますので、下記の申請方法を確認のうえ、
福祉健康課で手続きしてください。なお、上記保険加入者以外の方は、各加入保険者へお問
い合わせください。

　町内への移住・定住を促進し、定住人口の増加と地域の活性化を図るため、自らが移住・定
住する目的で、町内にマイホームを新築、または新築住宅を購入される方を応援します。

主 な 支 援 制 度・募 集 など

補助金額　■日帰りドック：13,000 円　　■１泊２日ドック：15,000 円
申請方法
①40 歳以上の方で指定医療機関（右記）で受診する場合
　→受診日決定後、ドック受診前に補助券の交付申請をしてくださ

い。その場で補助券を発行します。
　【持ち物】 受診日がわかるもの（病院からの案内等）、保険証または

資格確認書など
　　補助券の交付申請をしなかった、または受診当日に補助券を
　　 持参しなかった場合は、②の方法で申請をお願いします。

②指定医療機関以外で受診する場合、または 40 歳未満の国民健康保険加入者
　→ドック受診後（医療機関から健診結果到着後）に補助金の交付申請手続きを
　　行ってください。（申請書は福祉健康課窓口または町ホームページからもダ
　　ウンロートできます）後日、指定口座にお振込みします。
　【持ち物】 保険証または資格確認書など、印鑑、領収証（原本）、健診結果の写し、振込先の口座番号がわ
　　　　　  かるもの

　再生可能エネルギーの積極的な活用と環境にやさしいまちづくりを推進するため、町内
で住宅用スマートエネルギー設備を導入する方を支援します。今年度からは、電気自動車
の購入に対する支援も行います。

補助金額

■住宅用太陽光発電システム　　　　　　　上限14万9,000円
■家庭用定置型蓄電システム　　　　　　　上限20万円
■家庭用エネルギー管理システム（HEMS）  上限５万円
■電気自動車等充給電設備（V2Ｈ）　　　    上限10万円
■電気自動車　　　　　　　　　　　　　　上限10万円　

（１）搭載された電池に蓄えられた電気のみをエネルギー源として、電動機で走行する自動車であること
（２）自家用の新車として購入した未使用の自動車であること
（３）自動車検査証に記載された所有者または使用者が申請者と同一で、使用の本拠の位置が申請者　　  

　　  の住所と同一であること
（４）電気自動車と住宅の間で相互に電力を供給できる電気自動車等充給電設備（V2H）が設置されていること

補助対象となる電気自動車

◎申請・問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　直通 75－6211

　都内に本部を置く大学の、東京圏（埼玉県、千葉県、東京都および神奈川県）のキャ
ンパスに通学する学生が、町内に移住し、長野県内で就職する場合に支援します。

◎申請・問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　直通 75－6211

 対象住宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助金額
■新築住宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対象住宅１件につき10万円（申請１回まで）
■築後１年以内の建売住宅（中古住宅を除く）　　　
 対象者
町税または前住所地の市町村税の滞納がない方で次の（１）または（２）に該当する方
（１）町内に住所を有する方、または取得した新築住宅に住所登録できる方
（２）取得する新築住宅の名義人となる方
※新築住宅は着工前、建売住宅は建物の引渡し（登記）前に申請が必要です。

■JA 厚生連
　（松代総合病院、篠ノ井総

合病院、佐久総合病院）
■千曲中央病院  
■上田生協診療所

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　福祉健康課保険係　☎82－3111（内線 133）　直通 75－6205
　　　　　　◎問い合わせ先　　　   保健センター　         ☎82－3111（内線 512）　直通 75－6230　

※対象システム設置の着工・購入前に
　申請が必要です。
電気自動車以外の補助要件について
は、町ホームページをご覧ください。

◎申請・問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　直通 75－6211

　東京圏（埼玉県、千葉県、東京都および神奈川県（以下、同じ））、愛知県または大
阪府から町内に移住した方で、一定の就業または創業をしようとする方を支援します。

 対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■東京圏、愛知県または大阪府に在住し、就労または通学していた方で、町内に移住した方
■次のア～エのいずれかに該当する方
　ア　長野県の運営するマッチングサイトに掲載されている求人に応募し、
　　　採用された方
　イ　自己の意思により移住し、移住前の業務を引続き行うテレワーカー
　ウ　関係人口に該当し、要件に該当する就業をしている方
　エ　長野県の創業支援金の交付決定を受けており、１年以内に当支援金の
　　　申請を行う方
※上記以外にも要件がありますので、町ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。
 支援額
▪単身の世帯：60万円　　▪２人以上の世帯：100万円（18歳未満の帯同者１人につき100万円を加算）

◎申請・問い合わせ先　企画政策課企画調整係　☎82－3111（内線 224）　直通 75－6211

 対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■大学の卒業年度内に、東京都内に本部がある大学の東京圏内のキャンパスに在学（原則４年以　
　上）し、当該大学を卒業見込みである方
■大学の卒業年度において、東京圏に継続して在住している方
■長野県内に就職することが内定していて、卒業後に就職し、町内に移住する意思を有している方
※上記以外にも要件がありますので、町ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。
 支援額
就職活動に関する規定に沿った長野県内での就職活動で、卒業年度の６月１日以降の面接にかかる
往復交通費１回分（上限8,500円）

（

（

広報さかき広報さかき　　2025年4月号2025年4月号77



主 な 支 援 制 度・募 集 など

　町内にお住まいの勤労者の生活安定と福祉向上を図るため、町と長野県労働金庫（ろうきん）
が協調して行っている生活資金の融資制度です。

主な支援制度・募集など

　　　　　　◎問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線 154）　直通 75－6207 　

対象資金　
教育、医療、冠婚葬祭、災害復旧、生活に要する資金（カーローンなど）
※旅行、投資や投機、転貸のためは対象外、また事業資金の融資はできません。
限度額　150 万円　　　　　　　　　返済期間　10 年以内
利率　ろうきん固有の融資商品の適用金利から 0.02％引き下げた利率
対象者
▪18 歳以上の勤労者（ろうきん会員の労働組合または長野県暮らしサポートセンターの加入者）
▪町内に引き続き１年以上住所を有し、かつ現在の事業所に１年以上勤務している方
▪町税の滞納がない方
▪資金の償還が確実にできる方（ろうきんによる融資の審査があります。）

　結婚に伴う経済的負担を軽減するため、新婚世帯に対し、新生活にかかる費用を支援します。

対象世帯　
■令和７年１月１日から令和８年３月31日までに婚姻した世帯
■夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下、かつ世帯の所得額が500万円未満の世帯
■対象となる住居が町内にあり、かつ申請時に夫婦の住所がその住居になっている世帯
※上記以外にも要件がありますので、町ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。
補助対象　　
婚姻に伴い、４月１日から令和８年３月31日までに支払った住宅取得費用または住宅賃借費用、引越
し費用、リフォーム費用など
限度額
▪婚姻日に夫婦ともに29歳以下の世帯：60万円　　▪それ以外の世帯：30万円

◎申請・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 135）　直通 75－6205 　

　公民館講座の受講生を募集します。全講座が初心者を対象としており、複数の講座
を受講することもできますので、気軽にお申込みください。
　詳しくは、広報さかき４月号と一緒にお配りした「まなびの玉手箱2025」をご覧ください。

受付開始日　４月３日（木）　　　　　　

受講料　3,000 円（１講座）教材費などは実費負担です。

開講式　４月 11 日（金）午後７時～　文化センター大会議室

受講料を添えて、下記へお申込みください。

　　　　　　◎申込・問い合わせ先　坂城町公民館（文化センター内）☎82－2069

　商業の活力と賑わいを創出し、町内の経済の活性化を図るため、商業店舗のためのリフォー
ム工事の費用の一部を補助します。

対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助金額　
■町内で新たに商業店舗を出店する法人または個人事業主　　　　　補助対象経費の３分の２以内
■既に町内で商業を営む法人または個人事業主　　　　　　　　　　（上限50万円）
補助対象　　
■空家、空店舗、空倉庫などを商業店舗に供するためのリフォーム工事に要する経費、並びに付帯施
　設の設置に要する経費
■既に町内で創業している商業店舗のリフォーム工事に要する経費、並びに付帯施設の設置に要する経費
交付要件
▪施工業者は町内に本社を有する法人または町内に住所を有する個人事業主に限ります。
▪同一店舗に対する補助金の交付は１回限りとします。
▪工事着工前に本補助金の申請手続きをしてあることが必要です。

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線 153）　直通 75－6207 　

　荒廃農地を解消し、農地を有効に活用していただくため、管理が行き届いていない
農地や立ち木などが生えてすぐに利用できない農地を再生するためにかかる経費の一
部を補助します。身の回りの荒廃農地を活用して、農業を始めたい方や規模拡大をし
たい農家の方など幅広くご活用いただけます。

対象者　農業者、農業団体・法人　　　　補助対象　荒廃農地及び低利用農地（５アール以上の農地）
補助金額

（１）再生作業　荒廃農地を再生するための経費（除草、伐採、抜根、整地など）の２分の１、
　　　　　　　  または10アールあたり10万円のいずれか低い額

（２）土壌改良　上記（１）により再生された農地に対する肥料などの経費の２分の１、
　　　　　　　  または10アールあたり５万円のいずれか低い額
※事業着手前の申請が必要です。

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　商工農林課農業振興係　☎82－3111（内線 152）　直通 75－6207 　

　野菜や花きなどの生産を支援するため、出荷を目的として新規に設置する農業用
ビニールハウスの資材費の一部を補助します。

対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町内に住所を置く農業者、農業団体・法人
補助対象
５万円以上の新設・増設する農業用ビニールハウス資材費
補助金額
補助対象資材費の３分の１（上限 20 万円）　　　　

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　商工農林課農業振興係　☎82－3111（内線 152）　直通 75－6207 　

※事業着手前の申請が必要です。

広報さかき広報さかき　　2025年4月号2025年4月号 88



主 な 支 援 制 度・募 集 など

　町内にお住まいの勤労者の生活安定と福祉向上を図るため、町と長野県労働金庫（ろうきん）
が協調して行っている生活資金の融資制度です。

主な支援制度・募集など

　　　　　　◎問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線 154）　直通 75－6207 　

対象資金　
教育、医療、冠婚葬祭、災害復旧、生活に要する資金（カーローンなど）
※旅行、投資や投機、転貸のためは対象外、また事業資金の融資はできません。
限度額　150 万円　　　　　　　　　返済期間　10 年以内
利率　ろうきん固有の融資商品の適用金利から 0.02％引き下げた利率
対象者
▪18 歳以上の勤労者（ろうきん会員の労働組合または長野県暮らしサポートセンターの加入者）
▪町内に引き続き１年以上住所を有し、かつ現在の事業所に１年以上勤務している方
▪町税の滞納がない方
▪資金の償還が確実にできる方（ろうきんによる融資の審査があります。）

　結婚に伴う経済的負担を軽減するため、新婚世帯に対し、新生活にかかる費用を支援します。

対象世帯　
■令和７年１月１日から令和８年３月31日までに婚姻した世帯
■夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下、かつ世帯の所得額が500万円未満の世帯
■対象となる住居が町内にあり、かつ申請時に夫婦の住所がその住居になっている世帯
※上記以外にも要件がありますので、町ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。
補助対象　　
婚姻に伴い、４月１日から令和８年３月31日までに支払った住宅取得費用または住宅賃借費用、引越
し費用、リフォーム費用など
限度額
▪婚姻日に夫婦ともに29歳以下の世帯：60万円　　▪それ以外の世帯：30万円

◎申請・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 135）　直通 75－6205 　

　公民館講座の受講生を募集します。全講座が初心者を対象としており、複数の講座
を受講することもできますので、気軽にお申込みください。
　詳しくは、広報さかき４月号と一緒にお配りした「まなびの玉手箱2025」をご覧ください。

受付開始日　４月３日（木）　　　　　　

受講料　3,000 円（１講座）教材費などは実費負担です。

開講式　４月 11 日（金）午後７時～　文化センター大会議室

受講料を添えて、下記へお申込みください。

　　　　　　◎申込・問い合わせ先　坂城町公民館（文化センター内）☎82－2069

　商業の活力と賑わいを創出し、町内の経済の活性化を図るため、商業店舗のためのリフォー
ム工事の費用の一部を補助します。

対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助金額　
■町内で新たに商業店舗を出店する法人または個人事業主　　　　　補助対象経費の３分の２以内
■既に町内で商業を営む法人または個人事業主　　　　　　　　　　（上限50万円）
補助対象　　
■空家、空店舗、空倉庫などを商業店舗に供するためのリフォーム工事に要する経費、並びに付帯施
　設の設置に要する経費
■既に町内で創業している商業店舗のリフォーム工事に要する経費、並びに付帯施設の設置に要する経費
交付要件
▪施工業者は町内に本社を有する法人または町内に住所を有する個人事業主に限ります。
▪同一店舗に対する補助金の交付は１回限りとします。
▪工事着工前に本補助金の申請手続きをしてあることが必要です。

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線 153）　直通 75－6207 　

　荒廃農地を解消し、農地を有効に活用していただくため、管理が行き届いていない
農地や立ち木などが生えてすぐに利用できない農地を再生するためにかかる経費の一
部を補助します。身の回りの荒廃農地を活用して、農業を始めたい方や規模拡大をし
たい農家の方など幅広くご活用いただけます。

対象者　農業者、農業団体・法人　　　　補助対象　荒廃農地及び低利用農地（５アール以上の農地）
補助金額

（１）再生作業　荒廃農地を再生するための経費（除草、伐採、抜根、整地など）の２分の１、
　　　　　　　  または10アールあたり10万円のいずれか低い額

（２）土壌改良　上記（１）により再生された農地に対する肥料などの経費の２分の１、
　　　　　　　  または10アールあたり５万円のいずれか低い額
※事業着手前の申請が必要です。

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　商工農林課農業振興係　☎82－3111（内線 152）　直通 75－6207 　

　野菜や花きなどの生産を支援するため、出荷を目的として新規に設置する農業用
ビニールハウスの資材費の一部を補助します。

対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町内に住所を置く農業者、農業団体・法人
補助対象
５万円以上の新設・増設する農業用ビニールハウス資材費
補助金額
補助対象資材費の３分の１（上限 20 万円）　　　　

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　商工農林課農業振興係　☎82－3111（内線 152）　直通 75－6207 　

※事業着手前の申請が必要です。
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主な支援制度・募集など

　地場産業の振興と地域の活性化を図るため、「さかきブランド商品」（以下、「ブラン
ド商品」）として、町を広くＰＲできる商品の開発、またはその販売に取組む個人や団
体などを支援します。

募集期間　４月１日（火）～５月７日（水）
対象者　ブランド商品の開発またはその販売に取組む個人、団体・事業者
補助対象
（１）ブランド商品の開発、商品化のための生産設備を整備拡充するための事業
（２）ブランド商品の開発、商品化、または既存商品を改良し、新しく商品化するための事業
（３）ブランド商品の販売を促進するための事業
補助金額　補助対象経費の２分の１以内　（（１）、（２）は上限20万円、（３）は上限５万円）

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　商工農林課農業振興係　☎82－3111（内線 152）　直通 75－6207 　

※事業着手前の申請が必要です。

　これまでの「ものづくり」に、「創られたモノによって人や地域にどのような豊かさや価値が与
えられるか」という視点を加えた「コトづくり」への転換を推進するため、町内に集積するさま
ざまな技術や知識を活かした新製品開発などを支援します。

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線 154）　直通 75－6207 　

　町内で新商品開発や企業化、需要の開拓など、新たな事業の創出を促進し、地域経済の活性化
を図るため、クラウドファンディングを活用して事業を行う創業者および中小企業者を支援します。

　　　　　　◎申請・問い合わせ先　商工農林課商工観光係　☎82－3111（内線 153）　直通 75－6207 　

※事業着手前の申請が必要です。対象者
クラウドファンディングを活用して事業を実施する者（事業所）で、町内に住所（事業所）を有し、坂城
町商工会の推薦を受けた方
補助対象
クラウドファンディング仲介事業者に支払う組成手数料、掲載手数料、決済手数料、その他手数料
ただし、当該経費に係る消費税および地方消費税を除く
補助金額　補助対象経費の２分の１以内（上限50万円）　
　　　　　同一補助対象者に対する補助金の交付は、同一年度内において１回を原則とします。

募集期間　４月１日（火）～５月 16 日（金）
対象者　
■町内事業者　　　町内に主たる事業所を有する事業者
■企業グループ　　▪町内に主たる事務局を有し、町内事業者が半数以上を占めるグループまたは団体
　　　　　　　　　▪町内事業者を代表企業とし、中小企業者、大企業、大学、研究機関などの複数の
　　　　　　　　　　 企業が集まって構成するグループ
補助対象　■町内ニーズに対応した新製品開発などに取組む事業　　　
　　　　　■町内資源を活用した新製品開発などに取組む事業
補助金額　補助対象経費の２分の１以内（上限100万円）
　　　　　中小企業基本法第２条第１項各号の規定に該当する場合は補助対象経費の３分の２以内
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令和７年度予算

区 分

一 般 会 計

特 別 会 計

内

　訳

７年度 ６年度 比較
A－B＝C

増減率％
C／ B予算額 B構成比％ 構成比％

6,810,000

3,066,014

1,354,460

1,423,275

288,279

1,020,704

1,020,704

10,896,718

62.5

28.1

12.4

13.1

2.6

9.4

9.4

100.0

7,500,000

3,048,530

1,321,067

1,431,902

295,561

1,079,419

1,079,419

11,627,949

64.5

26.2

11.4

12.3

2.5

9.3

9.3

100.0

690,000

△ 17,484

△ 33,393

8,627

7,282

58,715

58,715

731,231

10.1

△ 0.6

△ 2.5

0.6

2.5

5.8

5.8

6.7合 計

（単位：千円）

予算額 A

予 算 額 集 計 表

（ 一 般 会 計 ）
予 算 額　75億円

令和７年度予算

「新複合施設」実施設計に着手
～令和８年度の建設に向け～

「新複合施設」実施設計に着手
～令和８年度の建設に向け～

前年度対比 10.1％増 （６億９，０００万円増）前年度対比 10.1％増 （６億９，０００万円増）

国 保

介 護 保 険

後期高齢者

公営企業会計

下 水 道内
訳

　令和７年度の当初予算が、３月定例会で可決されました。
　一般会計の歳入歳出総額は 75億円で、前年度と比べて 10.1％、６億 9,000 万円の増額となっています。
　また、特別会計については、国民健康保険特別会計の減額に伴い、総額で 0.6％、1,748 万の減額となる 30 億
4,853 万円となっています。
　令和７年度は、老人福祉センター、保健センターを統合し、子育て支援機能などを併せ持つ全世代の健康・福祉・
交流の拠点とする「新複合施設」の整備のため、令和６年度にまとめた基本設計を基に、実施設計を行い建設に向け
準備を進めます。
　また、高齢者の補聴器購入助成事業や帯状疱疹予防接種事業のほか、移動が困難な高齢者の外出手段として、デマ
ンド交通乗合タクシー事業の本運行を開始します。子育て・教育の取組みでは、小中学校の学校給食費の無償化を継
続するとともに、児童生徒ひとり１台の学習用端末の更新やベビーシッターの利用を支援する事業を開始し、子育
て支援や子どもたちの教育環境の充実を図ります。
　町では、将来にわたっての安定した財政運営に十分配慮し、引き続き行財政改革の推進に努めるとともに、町民の
誰もが幸せを感じることができる「ウェルビーイング」のまちづくりを目指します。

広報さかき広報さかき　　2025年4月号2025年4月号1111



７年度の主な事業（単位：千円）

暮らしと産業、安心の基盤づくり
（交通・情報インフラの整備）

健康でいきいきと暮らせるまちづくり
（福祉・健康づくり）

技術と魅力が集うものづくりのまち
（農林・商工業の振興）

災害に強く、環境にやさしいまちづくり
（安心・安全、環境保全）

未来へつなぐ子育てと学びのまちづくり
（学び・子育て、文化・スポーツの推進）

すべての人がともにつくるまち
（住民参加、多文化共生、行財政）

　坂城町第６次長期総合計画の６つの基本目標に基づき、令
和７年度は次の事業を行います。（　 は新規事業です。）
　なお、令和６年度から実施している さかき千曲川バラ公園トイ
レ改築工事、物価高騰対応重点支援給付金給付事業などは、今年
度に繰り越して行います。

道路改良事業（A01号線）

橋梁修繕事業（昭和橋等）

デマンド交通

乗合タクシー運行事業

デジタル化事業（自治体統合

公共施設スマートロック等）

テクノさかき駅前

　　　　　歩道改修工事

476,525

114,300

15,200

42,496

4,317

複合施設建設事業

　　　　   （実施設計等）

国民健康保険特別会計繰出金

介護保険特別会計繰出金

後期高齢者医療保険事業

介護・訓練等給付事業

高齢者補聴器購入助成事業

高齢者帯状疱疹

　　　　　予防接種事業

85,784

79,889

210,654

280,574

299,675

600

14,429

農業用水路改修工事

　　　　（中之条用水）

有害鳥獣対策事業

松くい虫防除対策事業

ＯＮＳＥＮ・ガストロノミー

　　　　　　　事業補助金

さかきモノづくり展補助金

鉄の展示館外壁改修工事

25,000

11,299

35,378

1,200

5,000

10,450

スマートエネルギー

　設備設置補助金

長野広域連合負担金〈塵芥処理〉

急傾斜地崩落対策事業

千曲坂城消防組合負担金

災害用マンホールトイレ

　　　整備事業（坂城小）

7,000

80,595

39,500

229,089

21,800

児童手当支給事業

ベビーシッター

　　　　利用支援補助金

中学生海外派遣事業

学校給食費等補助金

校舎トイレ洋式化工事

　　　　　　　（坂城中）

GIGAスクール学習用端末

　　　　　　　更新事業

280,070

555

8,900

2,000

13,200

6,016

総合計画後期基本計画策定

郵便局マイナンバーカード

　　　　　事務委託事業

移住定住促進事業補助金

UIJターン就業・創業移住　

　　　　　　　    支援金

住民票等コンビニ交付事業

7,131

3,616

3,500

2,000

6,314

　個人町民税は国の定額減税の影響がなくなったた
め8.8％の増、法人町民税は売り上げの増加や円安
の影響等により業績が好調に推移している企業もあ
ることから53.8％増、町税全体では前年度対比10.2
％の増となる27億9,386万円を計上しています。
　また、地方交付税は10億6,000万円、国庫支出金
は町道Ａ01号線道路改良や橋梁修繕事業に対する補
助金などにより８億7,258万円を見込んでいます。
　財源不足を補う財政調整基金や保健福祉等複合施
設整備基金などの繰入金は約１億2,400万円の増額
となる９億27万円、町債は１億4,350万円の増額と
なる３億4,860万円を見込んでいます。
　町税をはじめとした自主財源は、全体の58.0％を
占めています。

　令和７年度は、「坂城町第６次長期総合計画」で
定めた町の将来像「輝く未来を奏でる町」の実現に
向け、「SDGｓの達成」と「デジタル変革への取組
み」の視点も踏まえつつ、６つの基本目標を重点に
予算の編成を行いました。
　町の最上位計画である総合計画の後期基本計画の
策定や自治体統合アプリ、公共施設スマートロック
システム等のデジタル化事業などにより「総務費」
は前年度対比9.4％の増となる11億8,363万円、障がい
福祉サービスに係る給付費の増加や制度改正に伴う
児童手当拡充などにより「民生費」は8.7％の増とな
る20億7,128万円、金井地区のA01号線道路改良や昭
和橋等の橋梁修繕事業などにより「土木費」は58.2％
の増となる12億4,450万円としました。一方、坂城テ
クノセンターZEB化改修に係る補助金の減などにより
「商工費」は17.5％の減となる５億3,176万円としま
した。

歳入歳入 一般会計

一般会計歳出歳出

令和７年３月１日現在の町の人口　13,797人

議会費
8,596万円（1.1％）

総務費
11億8,363万円
（15.8％）

民生費
20億7,128万円
（27.7％）

衛生費
3億8,708万円
（5.2％）

労働費　3,082万円（0.4％）
農林水産業費

2億2,793万円（3.0％）

商工費
5億3,176万円
（7.1％）

土木費
12億4,450万円
（16.6％）

消防費
3億1,771万円（4.2％）

教育費
7億9,787万円
（10.6％）

公債費
6億1,146万円
（8.2％）

予備費　
1,000万円（0.1％）

自主財源　町税や負担金など、自前で賄えるお金。
依存財源　国や県など、収入を他に依存するお金。 寄附金

1億円（1.3％）使用料・手数料ほか
1億1,830万円
（1.5％）

地方消費税交付金
3億4,500万円（4.6％）

町債
3億4,860万円
（4.6％）

地方譲与税ほか
1億3,690万円（1.9％）

自主財源
58.0％

町税
27億9,386万円
（37.4％）

繰入金
9億27万円
（12.0％）

繰入金
9億27万円
（12.0％）

諸収入
4億3,200万円（5.8％）

地方交付税
10億6,000万円
（14.1％）

国庫支出金
8億7,258万円
（11.6％）

県支出金
3億9,249万円
（5.2％）

依存財源
42.0％

アプリ、

広報さかき広報さかき　　2025年4月号2025年4月号 1212



７年度の主な事業（単位：千円）

暮らしと産業、安心の基盤づくり
（交通・情報インフラの整備）

健康でいきいきと暮らせるまちづくり
（福祉・健康づくり）

技術と魅力が集うものづくりのまち
（農林・商工業の振興）

災害に強く、環境にやさしいまちづくり
（安心・安全、環境保全）

未来へつなぐ子育てと学びのまちづくり
（学び・子育て、文化・スポーツの推進）

すべての人がともにつくるまち
（住民参加、多文化共生、行財政）

　坂城町第６次長期総合計画の６つの基本目標に基づき、令
和７年度は次の事業を行います。（　 は新規事業です。）
　なお、令和６年度から実施している さかき千曲川バラ公園トイ
レ改築工事、物価高騰対応重点支援給付金給付事業などは、今年
度に繰り越して行います。

道路改良事業（A01号線）

橋梁修繕事業（昭和橋等）

デマンド交通

乗合タクシー運行事業

デジタル化事業（自治体統合

公共施設スマートロック等）

テクノさかき駅前

　　　　　歩道改修工事

476,525

114,300

15,200

42,496

4,317

複合施設建設事業

　　　　   （実施設計等）

国民健康保険特別会計繰出金

介護保険特別会計繰出金

後期高齢者医療保険事業

介護・訓練等給付事業

高齢者補聴器購入助成事業

高齢者帯状疱疹

　　　　　予防接種事業

85,784

79,889

210,654

280,574

299,675

600

14,429

農業用水路改修工事

　　　　（中之条用水）

有害鳥獣対策事業

松くい虫防除対策事業

ＯＮＳＥＮ・ガストロノミー

　　　　　　　事業補助金

さかきモノづくり展補助金

鉄の展示館外壁改修工事

25,000

11,299

35,378

1,200

5,000

10,450

スマートエネルギー

　設備設置補助金

長野広域連合負担金〈塵芥処理〉

急傾斜地崩落対策事業

千曲坂城消防組合負担金

災害用マンホールトイレ

　　　整備事業（坂城小）

7,000

80,595

39,500

229,089

21,800

児童手当支給事業

ベビーシッター

　　　　利用支援補助金

中学生海外派遣事業

学校給食費等補助金

校舎トイレ洋式化工事

　　　　　　　（坂城中）

GIGAスクール学習用端末

　　　　　　　更新事業

280,070

555

8,900

2,000

13,200

6,016

総合計画後期基本計画策定

郵便局マイナンバーカード

　　　　　事務委託事業

移住定住促進事業補助金

UIJターン就業・創業移住　

　　　　　　　    支援金

住民票等コンビニ交付事業

7,131

3,616

3,500

2,000

6,314

　個人町民税は国の定額減税の影響がなくなったた
め8.8％の増、法人町民税は売り上げの増加や円安
の影響等により業績が好調に推移している企業もあ
ることから53.8％増、町税全体では前年度対比10.2
％の増となる27億9,386万円を計上しています。
　また、地方交付税は10億6,000万円、国庫支出金
は町道Ａ01号線道路改良や橋梁修繕事業に対する補
助金などにより８億7,258万円を見込んでいます。
　財源不足を補う財政調整基金や保健福祉等複合施
設整備基金などの繰入金は約１億2,400万円の増額
となる９億27万円、町債は１億4,350万円の増額と
なる３億4,860万円を見込んでいます。
　町税をはじめとした自主財源は、全体の58.0％を
占めています。

　令和７年度は、「坂城町第６次長期総合計画」で
定めた町の将来像「輝く未来を奏でる町」の実現に
向け、「SDGｓの達成」と「デジタル変革への取組
み」の視点も踏まえつつ、６つの基本目標を重点に
予算の編成を行いました。
　町の最上位計画である総合計画の後期基本計画の
策定や自治体統合アプリ、公共施設スマートロック
システム等のデジタル化事業などにより「総務費」
は前年度対比9.4％の増となる11億8,363万円、障がい
福祉サービスに係る給付費の増加や制度改正に伴う
児童手当拡充などにより「民生費」は8.7％の増とな
る20億7,128万円、金井地区のA01号線道路改良や昭
和橋等の橋梁修繕事業などにより「土木費」は58.2％
の増となる12億4,450万円としました。一方、坂城テ
クノセンターZEB化改修に係る補助金の減などにより
「商工費」は17.5％の減となる５億3,176万円としま
した。

歳入歳入 一般会計

一般会計歳出歳出

令和７年３月１日現在の町の人口　13,797人

議会費
8,596万円（1.1％）

総務費
11億8,363万円
（15.8％）

民生費
20億7,128万円
（27.7％）

衛生費
3億8,708万円
（5.2％）

労働費　3,082万円（0.4％）
農林水産業費

2億2,793万円（3.0％）

商工費
5億3,176万円
（7.1％）

土木費
12億4,450万円
（16.6％）

消防費
3億1,771万円（4.2％）

教育費
7億9,787万円
（10.6％）

公債費
6億1,146万円
（8.2％）

予備費　
1,000万円（0.1％）

自主財源　町税や負担金など、自前で賄えるお金。
依存財源　国や県など、収入を他に依存するお金。 寄附金

1億円（1.3％）使用料・手数料ほか
1億1,830万円
（1.5％）

地方消費税交付金
3億4,500万円（4.6％）

町債
3億4,860万円
（4.6％）

地方譲与税ほか
1億3,690万円（1.9％）

自主財源
58.0％

町税
27億9,386万円
（37.4％）

繰入金
9億27万円
（12.0％）

繰入金
9億27万円
（12.0％）

諸収入
4億3,200万円（5.8％）

地方交付税
10億6,000万円
（14.1％）

国庫支出金
8億7,258万円
（11.6％）

県支出金
3億9,249万円
（5.2％）

依存財源
42.0％

アプリ、
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令
和
７
年
度
固
定
資
産
税
は
、
令
和
７
年
１
月

１
日
時
点
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
す

る
方
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す（
年
の
途
中
で
所
有

権
の
移
転
が
あ
っ
て
も
月
割
、
日
割
に
は
な
り
ま
せ

ん
）。
納
税
通
知
書
は
、
４
月
中
旬
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。
課
税
明
細
書
の
内
容
に
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
税
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

第１期　４月30日（水）
第２期　７月31日（木）
第３期　９月30日（火）
第４期　12月１日（月）

　
４
月
１
日（
火
）か
ら
、所
有
者
ご

と
そ
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
が
記
載
さ
れ
て
い
る
令
和
７

年
度
の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
を
、

所
有
者
本
人
、借
地･

借
家
人
の
方

な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す
。閲
覧
を
ご

希
望
の
方
は
、総
務
課
税
務
係
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
本
人
確
認
書
類

○
借
地
・
借
家
人
の
方
が
申
請
す
る
場

合
は
、対
象
と
な
る
土
地
ま
た
は
家

屋
が
明
記
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
書

○
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、

委
任
状

閲
覧
手
数
料
　
１
件 

３
０
０
円

無
料
閲
覧
期
間

　
４
月
１
日（
火
）〜
４
月
30
日（
水
）

※

右
記
期
間
は
、手
数
料
が
か
か
ら
ず

閲
覧
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、写
し

が
必
要
な
場
合
は
、コ
ピ
ー
代（
１
枚

10
円
）が
か
か
り
ま
す
。）

　
坂
城
町
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

の
方
は
、町
内
全
て
の
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
評
価
額
を
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。縦
覧
を
ご
希
望

の
方
は
、総
務
課
税
務
係
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
納
税
通
知
書
、本
人
確
認
書
類

○
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、

委
任
状

手
数
料
　
無
料

※

写
し
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん

縦
覧
期
間

　
４
月
１
日（
火
）〜
４
月
30
日（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
税
務
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１

　（
内
線
１
４
３
・
１
４
４
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　
町
で
は
、住
民
の
健
康
へ
の
配
慮

を
基
本
と
し
て
、大
切
な
松
林
の
緑

と
環
境
を
守
り
、防
災
面
か
ら
の
防

除
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、次
の
よ

う
な
対
策
を
複
合
的
、か
つ
総
合
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
特
に
、風
致
地
区
で
あ
り
、か
つ
急

峻
で
伐
倒
駆
除
な
ど
の
人
の
手
に
よ

る
駆
除
あ
る
い
は
予
防
が
困
難
な
場

所（
自
在
山
及
び
葛
尾
城
跡
風
致
地

区
）に
お
い
て
は
、今
年
度
も
空
中
散

布
の
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、葛
尾
城
跡
風
致
地
区（
苅
屋

原
）で
は
、無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
散
布
も
行
う
予
定
で
す
。

　
松
く
い
虫
防
除
対
策
に
係
る
実
施

方
法
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
16
日（
水
）

　
　
　
午
後
７
時

会
場
　
役
場  

講
堂（
３
階
）

　
健
康
へ
の
影
響
や
症
状
の
あ
る
方

は
、「
空
中
散
布
に
関
す
る
申
出
書
」

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。申
出
書

は
商
工
農
林
課
窓
口
で
お
申
付
け
い

た
だ
く
か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
　
商
工
農
林
課
農
林
整
備
係

提
出
期
限
　
５
月
30
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
農
林
課
農
林
整
備
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
２―

３
１
３
８

　
メ
ー
ルnorin@

tow
n.sakaki.lg.jp

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

健
康
へ
の
影
響
や
症
状
の
あ
る

方
は
申
出
書
の
提
出
を

◆
伐
倒
駆
除
及
び
く
ん
蒸
処
理

◆
特
別
防
除（
空
中
散
布
）

◆
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
散
布

◆
空
中
散
布
に
係
る
気
中
濃

度
・
河
川
水
質
な
ど
の
農
薬

安
全
確
認
調
査

◆
樹
幹
注
入

◆
枯
損
木
処
理
及
び
被
害
木

の
除
去

◆
県
関
係
機
関
と
連
携
し
た

治
山
事
業
の
推
進

◆
ア
カ
マ
ツ
植
樹
の
取
組
み

◆
根
系
感
染
対
策

広報さかき広報さかき　　2025年4月号2025年4月号 1414



sa
ka

kimachi gomi                   genryoukasuisininkai

◎問い合わせ先　坂城町ごみ減量化推進員会事務局（住民環境課環境保全係内）　
　　　　　　　　　　　　　　　☎82－3111（内線 125）　直通 75－6204

◀

令和７年度 坂城町消防団の幹部を紹介します
自分たちの地域は　自分たちで守る

　坂城町消防団の分団長、副分団長、班長、新入団員が、４月２日付けで新
たに任命されます。令和７年度の幹部は表のとおりです。本部、各分団とも、
町民の安心・安全な生活を守るため活動していきます。
　地域の消防防災の中核となる消防団は、近年の大規模災害発生などから重
要性が増しています。消防団に興味のある方は住民環境課にご連絡ください。

◀

中嶋幸人
春日慶一、下鳥進

団長
副団長

本　部
〈敬称略〉

分団名
第１分団
第２分団
第３分団
第４分団
第５分団
第６分団

分団長
西澤丈典
市川雅基
片桐謙吾
若麻績弘道
滝澤伸雄
長谷川誠

担当地区
鼠・新地
金井
入横尾・町横尾・泉
中之条
四ツ屋・御所沢・田町・戌久保
南日名・北日名・和平

分団名
第７分団
第８分団
第９分団
第 10 分団
第 11 分団
ラッパ分団

分団長
金子淳也
豊田竜二
赤池佳亮
滝沢元紀
平林慎吾
山﨑大輔

担当地区
横町・立町・込山・旭ヶ丘
日名沢・大宮・新町・坂端・苅屋原
網掛・小網・月見
上五明
上平
本部付

◎問い合わせ先　住民環境課生活安全係　☎82－3111（内線 124）　直通 75－6204
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登
録
済
み
の
犬
を
飼
育
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
交
付
申
請
書（
ハ
ガ
キ
）を
郵
送

し
ま
し
た
の
で
、注
射
の
際
に
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
病
気
や
老
衰
な
ど
に
よ
り
注
射

が
困
難
な
場
合
は
、獣
医
師
の
猶
予

証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
予
防
接
種
は
、下
記
の
日
程
以
外

で
も
、動
物
病
院
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
飼
い
主
や
住
所
の
変
更
、犬
の
死

亡
・
譲
渡
・
そ
の
他
変
更
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、住
民
環
境
課
へ

の
届
出
が
必
要
で
す
。

○
定
期
的
に
首
輪
な
ど
の
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。万
が
一
、犬
が
放
れ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、必
ず
住
民

環
境
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
登
録
し
た
際
に
交
付
さ
れ
る
鑑

札
と
、狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

犬
に
着
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。連

絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
名
札
な

ど
を
着
け
て
お
く
と
、飼
い
主
が

す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。

〇
動
物
愛
護
管
理
法
の
改
正
に
よ

り
、令
和
４
年
６
月
１
日
か
ら
犬

猫
等
販
売
業
者
が
販
売
す
る
犬

猫
に
対
し
て
、マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。ブ

リ
ー
ダ
ー
や
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

等
で
購
入
し
た
犬
や
猫
に
は
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
装
着
さ
れ
て

お
り
、飼
い
主
に
な
る
際
に
、ご

自
身
の
情
報
に
変
更
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す（
変
更
登
録
）。

〇
ブ
リ
ー
ダ
ー
や
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
以
外
で
購
入
し
た
場
合
や
既

に
飼
っ
て
い
る
犬
猫
へ
の
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
は
努
力
義
務

で
す
が
、マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装

着
し
た
場
合
は
指
定
登
録
機
関

（（
公
社
）日
本
獣
医
師
会
）に
犬

猫
の
情
報
や
所
有
者
の
情
報
を

登
録
す
る
こ
と
が
義
務
と
な
り

ま
す
。既
に
指
定
登
録
機
関
に
登

録
さ
れ
て
い
る
情
報
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
に
も
、登
録
情
報
の

変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

〇
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
は
遺

棄
や
虐
待
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る

ほ
か
、災
害
時
や
迷
子
に
な
っ
た

際
に
、飼
い
主
の
特
定
が
容
易
に

な
り
ま
す
。装
着
の
ご
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
環
境
課
環
境
保
全
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１
（
内
線
１
２
５
）

　
直
通
７
５
―
６
２
０
４

実施日

新規登録と集合注射日程表

５月
  ２日（金）

○新規登録の犬　6,600円
　　　登録手数料　　　3,000円
　　　注射料金　　　　3,050円
　　　注射済票交付手数料　　550円

○登録済みの犬　3,600円
（注射料金及び注射済票交付手数料）

内
訳

４月
  27日（日）

５月
  ８日（木）
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ポーランドから坂本龍太朗さんが来町しました
　町は令和６年 10 月に、ポーランドツェレスティヌフ郡と坂
城町国際交流協会、ツェレスティヌフ郡国際交流協会の４者で
「フレンドシップ協定に関する合意書」に調印しました。その際
に両自治体の橋渡し役を務めていただいたワルシャワ日本語
学校の坂本龍太朗さんが２月 10 日（月）、役場に来庁しました。
　町長は、調印式の際にお世話になったお礼と今後の交流につ
いて触れ、「ウクライナの支援は引続き坂城町国際交流協会を
通して行っていきたい。今後はフレンドシップ協定にもあるよ
うに、文化、教育などの交流を更に深めていきたい」と述べる
と、坂本さんからは、「今までの支援に感謝している。現在もウ
クライナは戦争状態が続いており、今は防寒用品などの物資を
送っている。フレンドシップ協定締結により、人的な交流をよ

り推し進めていきたい。特に未来を担っていく子どもたちどおしが
国を超えてオンライン・オフラインで交流していくことの意義は大
きいとツェレスティヌフ郡などは考えている」と応えていました。
　また、今回来日した大きな目的として、「日本では、ウクライナの
ニュースが少なくなっているが、戦争は未だ続いているので、もう
一度、ウクライナの現状に目をむけてほしいと思って来日した。終
戦後、復興を担うのは、現在小中学生くらいの子どもたちになると
思っている。子どもたちは、戦時下で辛い日々を過ごしているが、
そういった中でも笑顔になることもある。こういう子どもたちの日
常をもっと知ってもらい、日本とウクライナ、ポーランドの子ども

たちがお互いに「平和」について考えてほしい」と話していました。
　坂本さんは、２月 13 日（木）に坂城町国際交流協会主催の講演会、翌 14 日（金）には町内小学校で講演を行い、
聴講した皆さんは、メモを取るなど、熱心に話を聞いていました。

第 10分団に新しい積載車が整備されました
　この度、坂城町消防団第 10 分団に新しい軽四輪駆動積載車が整
備されました。
　新積載車は、後部座席に屋根があるデッキバンタイプで、順次こ
のタイプに更新をしているところです。乗員の安全性が向上するほ
か、悪天候時の移動の疲労を軽減することができ、広報啓発活動も
よりスムーズに行えるようになります。
　今後も引続き、地域防災力の向上と地域の安心・安全のため、予
防消防をはじめとする消防団活動を実施していきます。

田町区で交通安全祈願祭が執り行われました
　田町区より２月 16 日（日）に行われた「交通安全祈願祭」の写真
をいただきました。
　この祈願祭は毎年この時期に行われているもので、今年で 59 回
目を迎えるそうです。歴史ある祭りなんですね！
　当日は、地区の役員の皆さんや子どもたちが参加して、㈱都筑製
作所の近くの道祖神の前で安全祈願を行ったそうです。
　皆さんも今年１年交通安全に努めていきましょう！

▲（左から）臼井副町長、坂城町国際交流協会 
竹内敏正副会長、山村町長、坂本さん、坂城町
国際交流協会 安島ふみ子会長、塚田教育長

▲村上小学校での講演会の様子
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。口

座
振
替
は
、４
月
30
日（
水
）に
指
定

口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、振

替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、全
期
前
納
で
口
座
振
替
を

し
て
い
る
場
合
、４
月
30
日
に
振
替

が
で
き
な
い
と
、再
振
替
時
か
ら
自

動
的
に
期
別
納
入
に
変
わ
り
ま
す
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希
望

す
る
場
合
は
、４
月
18
日（
金
）ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
金
融
機
関
に

よ
っ
て
は
、手
続
き
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５
―
６
２
０
６

　　　
令
和
４
年
度
か
ら
３
年
に
わ
た

り
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
た
デ
マ

ン
ド
交
通
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
、４
月

１
日（
火
）か
ら
本
運
行
を
開
始
し

ま
す
。本
運
行
に
伴
い
、運
行
時
間

な
ど
を
見
直
し
、さ
ら
な
る
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
し
た
。詳
し
く
は
、

広
報
さ
か
き
４
月
号
と
一
緒
に
お

配
り
し
た「
デ
マ
ン
ド
交
通（
乗
合

タ
ク
シ
ー
）の
運
行
イ
メ
ー
ジ
」の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
都
市
・
公
園
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１（
内
線
１
７
７
）

　
直
通
７
５
―
６
２
０
８

　　
４
月
１
日（
火
）か
ら
循
環
バ
ス

の
運
行
時
刻
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、広
報
さ
か
き
４
月
号
と

一
緒
に
お
配
り
し
た「
坂
城
町
循
環

バ
ス
時
刻
表
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、停
留
所
だ
け
で
な
く
、町
内

の
バ
ス
路
線
区
間
の
ど
こ
で
も
乗
降

で
き
る「
ど
こ
で
も
の
れ
ー
る
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
に
は
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
都
市
・
公
園
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１（
内
線
１
７
７
）

　
直
通
７
５
―
６
２
０
８

　　
８
月
15
日（
金
）に
開
催
を
予
定

し
て
い
る「
第
70
回
坂
城
町
二
十
歳

の
つ
ど
い
」の
実
行
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
は
、実
行
委
員
会
を
組

織
し
、自
分
た
ち
で
企
画
・
運
営
を

行
い
ま
す
。一
生
に
一
度
し
か
な
い
、

二
十
歳
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

該
当
者
は
、平
成
16
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
で
す
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２
―
２
０
６
９

　　
農
地
法
第
52
条
の
規
定
に
基
づ

き
、賃
借
料
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る

場
合
の
目
安
と
な
る
よ
う
、地
域
の

実
勢
を
踏
ま
え
算
出
し
ま
し
た
。

　
な
お
、下
記
に
示
す
賃
借
料
は
、

有
料
の
貸
借
の
み
を
集
計
し
た
も

の
で
あ
り
、無
料
の
貸
借
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

　
こ
の
情
報
は
ひ
と
つ
の
目
安
で

す
の
で
、貸
し
手
、借
り
手
双
方
で

話
し
合
い
、納
得
の
う
え
、賃
借
料

を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
商
工
農
林
課
農
業
振
興
係
内
）

　
☎
８
２
―
３
１
１
１（
内
線
１
５
６
）

　
直
通
７
５
―
６
２
０
７

　
令
和
６
年
分
の
申
告
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
、消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
分
の
振

替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

４
月
23
日（
水
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

４
月
30
日（
水
）

　
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
口
座

の
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、預
貯
金
口
座
の
残
高
不
足

等
に
よ
り
引
き
落
と
し
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
、納
期
限（
申
告
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
は
令
和

７
年
３
月
17
日（
月
）、消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
は
令
和
７
年
３
月
31

日（
月
））の
翌
日
か
ら
完
納
の
日
ま

で
の
延
滞
税
を
併
せ
て
納
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
振
替
納
税
は
、申
告
期
限
ま
で
に

　
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
方

　
が
対
象
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
上
田
税
務
署
管
理
運
営
第
一
部
門

　
☎
２
１
―
０
４
３
３

《
第
２
回
一
般
幹
部
候
補
生
》

資
格
　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

　４
月
23
日（
水
）〜
６

　
月
６
日（
金
）

試
験
　【
一
次
】６
月
14
日（
土
）

《
第
１
回
一
般
曹
候
補
生
》

資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

受
付
期
限

　５
月
７
日（
水
）

試
験
　【
一
次
】５
月
17
日（
土
）〜

　
25
日（
日
）の
い
ず
れ
か
１
日

《
第
１
回
自
衛
官
候
補
生
》

資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

受
付
期
限

　５
月
７
日（
水
）

試
験
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
、口
述
試
験
・

　
身
体
検
査

　試
験
の
詳
細
は
、防
衛
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　
☎
０
２
６
―
２
３
５
―
６
０
２
６

固
定
資
産
税（
全
期
・
第
１
期
）

納
期
限
は
４
月
30
日（
水
）

平均値

最大値

最小値

3,737円

6,846円

5,000円

10,460円

1,480円

2,200円

実勢借地料
（10アール当たり・年額）

田

畑

田

畑

田

畑

鼠
新　地
金　井
入横尾
町横尾

泉
中之条
四ツ屋
戌久保
御所沢
田　町
横　町
立　町
込　山
旭ヶ丘
南日名
北日名
日名沢
新　町
大　宮
坂　端
苅屋原
網　掛
上五明
上　平
小　網
月　見

◯
◯

◎

◯

◯

区名 氏名
赤池 　篤
細田 　厚
栗田  隆
中澤 四郎
中村 幸彦
髙橋 　一
野村 　繁
小林 正德
髙井 光雄
柳沢 謙樹
宮下 啓司
宮﨑 義也
山崎 正治
中村 　淳
北澤 圭介
海野 幸治
春日 隆文
石原 吉紀
塚田 昌彦
小宮山 広幸
髙橋 光博
小出 正紀
金子 輝雄
粕尾 雅由
宮下 祥次
玉井 秀一
浅野井 正樹

組合
４

団地
14
15

18－１
１
25
３
３
２
１
５
６
６
３
５
２
１
１
１
２
１

川東
本道

島
小網

１

◎会長　○副会長 【敬称略】

場所期日
役場第５会議室

老人福祉センター
役場第５会議室

老人福祉センター
役場第３会議室

老人福祉センター

　千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センターでは、毎月、身体・知的・
精神・発達の各障がいに関する相談会を町内２会場で行っています。相談
を希望する方は、相談日の２日前までに下記へお申込みください。

場所期日
役場第５会議室

老人福祉センター
役場第５会議室

老人福祉センター
役場第５会議室

老人福祉センター

◎申込・問い合わせ先　千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター
　　　　　　　　　　　☎026－275－0548　FAX026－214－3013

相談日

※時間は各日共通で、午後１時 30 分～４時です。

令
和
８
年

◎問い合わせ先　
吾妻さん　☎82－4813

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業

説
明
会
開
催

広報さかき広報さかき　　2025年4月号2025年4月号 1818



　
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。口

座
振
替
は
、４
月
30
日（
水
）に
指
定

口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の
で
、振

替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、全
期
前
納
で
口
座
振
替
を

し
て
い
る
場
合
、４
月
30
日
に
振
替

が
で
き
な
い
と
、再
振
替
時
か
ら
自

動
的
に
期
別
納
入
に
変
わ
り
ま
す
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希
望

す
る
場
合
は
、４
月
18
日（
金
）ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
金
融
機
関
に

よ
っ
て
は
、手
続
き
に
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５
―
６
２
０
６

　　　
令
和
４
年
度
か
ら
３
年
に
わ
た

り
実
証
実
験
を
行
っ
て
き
た
デ
マ

ン
ド
交
通
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
、４
月

１
日（
火
）か
ら
本
運
行
を
開
始
し

ま
す
。本
運
行
に
伴
い
、運
行
時
間

な
ど
を
見
直
し
、さ
ら
な
る
利
便
性

向
上
を
図
り
ま
し
た
。詳
し
く
は
、

広
報
さ
か
き
４
月
号
と
一
緒
に
お

配
り
し
た「
デ
マ
ン
ド
交
通（
乗
合

タ
ク
シ
ー
）の
運
行
イ
メ
ー
ジ
」の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ご
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。詳
し
く
は
、左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
都
市
・
公
園
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１（
内
線
１
７
７
）

　
直
通
７
５
―
６
２
０
８

　　
４
月
１
日（
火
）か
ら
循
環
バ
ス

の
運
行
時
刻
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、広
報
さ
か
き
４
月
号
と

一
緒
に
お
配
り
し
た「
坂
城
町
循
環

バ
ス
時
刻
表
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、停
留
所
だ
け
で
な
く
、町
内

の
バ
ス
路
線
区
間
の
ど
こ
で
も
乗
降

で
き
る「
ど
こ
で
も
の
れ
ー
る
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
に
は
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
都
市
・
公
園
係

　
☎
８
２
―
３
１
１
１（
内
線
１
７
７
）

　
直
通
７
５
―
６
２
０
８

　　
８
月
15
日（
金
）に
開
催
を
予
定

し
て
い
る「
第
70
回
坂
城
町
二
十
歳

の
つ
ど
い
」の
実
行
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
は
、実
行
委
員
会
を
組

織
し
、自
分
た
ち
で
企
画
・
運
営
を

行
い
ま
す
。一
生
に
一
度
し
か
な
い
、

二
十
歳
の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

該
当
者
は
、平
成
16
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
で
す
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
８
２
―
２
０
６
９

　　
農
地
法
第
52
条
の
規
定
に
基
づ

き
、賃
借
料
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る

場
合
の
目
安
と
な
る
よ
う
、地
域
の

実
勢
を
踏
ま
え
算
出
し
ま
し
た
。

　
な
お
、下
記
に
示
す
賃
借
料
は
、

有
料
の
貸
借
の
み
を
集
計
し
た
も

の
で
あ
り
、無
料
の
貸
借
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

　
こ
の
情
報
は
ひ
と
つ
の
目
安
で

す
の
で
、貸
し
手
、借
り
手
双
方
で

話
し
合
い
、納
得
の
う
え
、賃
借
料

を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
商
工
農
林
課
農
業
振
興
係
内
）

　
☎
８
２
―
３
１
１
１（
内
線
１
５
６
）

　
直
通
７
５
―
６
２
０
７

　
令
和
６
年
分
の
申
告
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
、消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
分
の
振

替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

４
月
23
日（
水
）

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

４
月
30
日（
水
）

　
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
口
座

の
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、預
貯
金
口
座
の
残
高
不
足

等
に
よ
り
引
き
落
と
し
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
、納
期
限（
申
告
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
は
令
和

７
年
３
月
17
日（
月
）、消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
は
令
和
７
年
３
月
31

日（
月
））の
翌
日
か
ら
完
納
の
日
ま

で
の
延
滞
税
を
併
せ
て
納
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
振
替
納
税
は
、申
告
期
限
ま
で
に

　
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
方

　
が
対
象
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
上
田
税
務
署
管
理
運
営
第
一
部
門

　
☎
２
１
―
０
４
３
３

《
第
２
回
一
般
幹
部
候
補
生
》

資
格
　
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

　４
月
23
日（
水
）〜
６

　
月
６
日（
金
）

試
験
　【
一
次
】６
月
14
日（
土
）

《
第
１
回
一
般
曹
候
補
生
》

資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

受
付
期
限

　５
月
７
日（
水
）

試
験
　【
一
次
】５
月
17
日（
土
）〜

　
25
日（
日
）の
い
ず
れ
か
１
日

《
第
１
回
自
衛
官
候
補
生
》

資
格
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

受
付
期
限

　５
月
７
日（
水
）

試
験
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
、口
述
試
験
・

　
身
体
検
査

　試
験
の
詳
細
は
、防
衛
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　
☎
０
２
６
―
２
３
５
―
６
０
２
６

固
定
資
産
税（
全
期
・
第
１
期
）

納
期
限
は
４
月
30
日（
水
）

平均値

最大値

最小値

3,737円

6,846円

5,000円

10,460円

1,480円

2,200円

実勢借地料
（10アール当たり・年額）

田

畑

田

畑

田

畑

鼠
新　地
金　井
入横尾
町横尾

泉
中之条
四ツ屋
戌久保
御所沢
田　町
横　町
立　町
込　山
旭ヶ丘
南日名
北日名
日名沢
新　町
大　宮
坂　端
苅屋原
網　掛
上五明
上　平
小　網
月　見

◯
◯

◎

◯

◯

区名 氏名
赤池 　篤
細田 　厚
栗田  隆
中澤 四郎
中村 幸彦
髙橋 　一
野村 　繁
小林 正德
髙井 光雄
柳沢 謙樹
宮下 啓司
宮﨑 義也
山崎 正治
中村 　淳
北澤 圭介
海野 幸治
春日 隆文
石原 吉紀
塚田 昌彦
小宮山 広幸
髙橋 光博
小出 正紀
金子 輝雄
粕尾 雅由
宮下 祥次
玉井 秀一
浅野井 正樹

組合
４

団地
14
15

18－１
１
25
３
３
２
１
５
６
６
３
５
２
１
１
１
２
１

川東
本道

島
小網

１

◎会長　○副会長 【敬称略】

場所期日
役場第５会議室

老人福祉センター
役場第５会議室

老人福祉センター
役場第３会議室

老人福祉センター

　千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センターでは、毎月、身体・知的・
精神・発達の各障がいに関する相談会を町内２会場で行っています。相談
を希望する方は、相談日の２日前までに下記へお申込みください。

場所期日
役場第５会議室

老人福祉センター
役場第５会議室

老人福祉センター
役場第５会議室

老人福祉センター

◎申込・問い合わせ先　千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター
　　　　　　　　　　　☎026－275－0548　FAX026－214－3013

相談日

※時間は各日共通で、午後１時 30 分～４時です。

令
和
８
年

◎問い合わせ先　
吾妻さん　☎82－4813

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業

説
明
会
開
催

広報さかき広報さかき　　2025年4月号2025年4月号1919



坂城小学校

食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
８
２―

２
５
５
９

楽
し
か
っ
た
坂
フ
ェ
ス

　
　
　
　
　
　
　六
年
一
組

　池
田

　汰
紀

　先
日
児
童
会
行
事
で
あ
る
坂
城
っ
子
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。坂
城
っ
子
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
毎
年
各
委
員
会
で
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
考
え
全
校
で
あ
そ
び
ま
す
。今
年
は
六

年
生
だ
か
ら
最
後
の
坂
城
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
し
た
。い
つ
も
は
全
力
で
あ
そ
ん
で
い
た
け

ど
、今
年
は
六
年
生
だ
し
ぼ
く
は
清
掃
委
員
会
の

委
員
長
な
の
で
考
え
る
立
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　考
え
る
中
で
今
年
の
清
掃
委
員
で
は
分
別

ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
と
い
う
話
に
な
り
、四
、五
年

生
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
当
日
に
向
け
て
準
備

し
ま
し
た
。

　く
わ
し
い
内
容
は
ご
み
の
絵
が
は
っ
て
あ
る

し
ん
ぶ
ん
し
を
さ
が
し
そ
の
絵
の
と
お
り
に
、も

え
る
、プ
ラ
、リ
サ
イ
ク
ル
、粗
大
ゴ
ミ
の
四
つ
に

分
別
を
し
ま
す
。一
つ
あ
っ
て
い
た
ら
一
ポ
イ
ン

ト
で
合
計
の
ポ
イ
ン
ト
数
で
順
位
を
決
め
ま
し

た
。な
ぜ
こ
の
よ
う
な
内
容
に
し
た
の
か
と
い
う

と
楽
し
み
な
が
ら
分
別
で
き

て
、勉
強
に
も
な
る
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

　そ
し
て
当
日
を
迎
え
ま
し

た
。よ
う
す
を
見
て
る
と
、な

や
ん
だ
り
、楽
し
そ
う
だ
っ
た

り
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
み
ん

な
し
て
い
て
、少
し
不
安
だ
っ

た
け
れ
ど
も
、ぼ
く
の
心
は
少

し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　み
ん
な
が
楽
し
め
て
い
て

よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

学
年
を
超
え
て
楽
し
む
坂
城
っ
子
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　六
年
一
組

　仙
田

　祐
月

　私
の
学
校
で
は
、「
坂
城
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」と
い
う
、年
に
一
回
全
校
で
交
流
で
き
る
お

祭
り
の
よ
う
な
も
の
が
、開
催
さ
れ
ま
す
。

　私
達
の
学
校
に
は
、八
つ
の
委
員
会
が
あ
り
、

坂
城
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
会
で
、お
化
け
や
し
き
や
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ

な
ど
の
出
し
物
を
計
画
し
ま
し
た
。私
は
坂
城
っ

子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
、全
校
が
仲
良
く
な
れ
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。な
ぜ
な

ら
、普
段
は
同
学
年
ど
う
し
な
ど
と
遊
ぶ
事
が
多

く
、あ
ま
り
他
の
学
年
と
遊
ぶ
事
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
。そ
こ
で
、他
の
学
年
で
遊
ぶ
機
会
を
作

れ
ば
、も
っ
と
仲
が
深
ま
り
、学
年
を
超
え
て
友

達
が
出
来
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　実
際
も
、当
日
は
た
く
さ
ん
の
人
が
楽
し
ん
で

く
れ
て
い
ま
し
た
！「
楽
し
い
！
」「
早
く
あ
そ
こ

に
行
こ
う
！
」な
ど
と
い
う
声
も
聞
こ
え
ま
し

た
。私
は
保
健
委
員
を
や
っ
て
い
て
、出
し
物
を

運
え
い
し
て
い
た
ら
、と
て
も
楽
し
ん

で
く
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
、と
て
も

嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。学
校
内
も
と
て

も
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
、笑
顔
も
た
く
さ

ん
見
ら
れ
ま
し
た
。だ
か
ら
、私
は
坂

城
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　最
近
で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で
四
年
生

や
三
年
生
、一
年
生
、六
年
生
が
一
緒

に
お
に
ご
っ
こ
を
す
る
な
ど
し
て
い

て
、と
て
も
仲
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
の
は
、と
て

も
大
切
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

い
け
だ    

　た
い
き

▪体のためによい食べ方、食べ物を知る
▪食事のマナーを身につけ、友だちと楽しく食べる
▪食べ物の旬、生産、食文化を知る
▪感謝の気持ちを育てる

せ
ん
だ    

　ゆ
づ
き
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ごみ袋

◇平　日　　　    午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇土曜開館日　　 午前９時～正午

いずれの行事にも事前申込みをお願いします。なお、行事内容は変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
申込みについてなど詳しくは町ホームページ（下記ＱＲコード）をご覧ください。

昭
和
橋

坂城

坂城
小学校

坂城駅坂城駅
坂城町
役場

坂城
大橋

田町

18

坂城
郵便局

田町
十王堂

坂城
保育園

子育て支援センター
（坂城保育園内）

鉄の
展示館

広報さかき広報さかき　　2025年4月号2025年4月号2121



根

っ

子

竹
・
笹
・
草

剪

定

枝

庭

木

雑

木

生

木

建設  木くずチップ処分  産業廃棄物・一般廃棄物

◎産業廃棄物処分業 
　長野県知事許可2006127108
◎一般廃棄物処分業
　坂城町指令28－227号

木くずチップ工場へのお問い合わせ

長野県埴科郡坂城町大字網掛1372-12
※日曜・祝日休み 8：30～17：00営業

TEL：0268－71－0552
090－3333－0560

★片付けから解体工事まで
★立木伐採
★マニフェスト発行ＯＫ！

ローソン坂城村上店様より上田方面車で１分

HP：https://tanaka-kaihatsu.jp/company/

①粗大ごみ、家電４品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラスチッ
ク容器包装・紙類等・古着等の布類）
③小型家電の無料回収

６日（日）、20 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
坂城町役場 北側駐車場

■令和６年２月分　156.42ｔ
■令和７年２月分　144.29ｔ

家庭から収集所へ出される量と
ちくま環境エネルギーセンターに
出される量の合計

10日（木）、21日（月）
午前９時30分～正午
役場第４・５会議室（３階）

15日（火） 午前９時30分～正午
役場第５会議室（３階）

15日（火） 午前９時～午後４時
役場第３会議室（３階）

相談をご希望の場合は、７日（月）までに住民環境
課住民係【☎82-3111（内線 122）直通 75-6204】へ
お申込みください。

９日（水）午後１時30分～４時
役場第５会議室（３階）

10 日は弁護士、21 日は司法書士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、相談日の３日前までに
社会福祉協議会【☎82-2551】へ予約してください。

４月

６日（日）

13 日（日）

20 日（日）

27 日（日）

29 日（火）

かいぬま耳鼻咽喉科医院

おかだクリニック

宮本歯科医院

いろかわ医院

飯島医院

小宮山歯科医院

安川整形外科クリニック

島谷医院

たけい歯科クリニック

千曲中央病院

前山歯科医院

武市医院

坂口整形外科

竹内歯科医院

【千曲市内川】

【千曲市稲荷山】

【千曲市戸倉】

【 立 町 】

【 千 曲 市 中 】

【 立 町 】

【千曲市屋代】

【千曲市杭瀬下】

【千曲市鋳物師屋】

【千曲市杭瀬下】

【千曲市上徳間】

【 中 之 条 】

【千曲市屋代】

【千曲市稲荷山】

☎(026)275-3341

☎(026)272-2828

☎(026)276-7030

☎82-2143

☎(026)272-0269

☎82-2029

☎(026)273-6611

☎(026)273-1201

☎(026)272-8000

☎(026)273-1212

☎(026)276-0282

☎82-2606

☎(026)273-8680

☎(026)274-7050

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午
※都合により変更になる場合がありますので、緊急医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

心配ごと
法律相談

行政相談

年金相談

障がい者（児）
相 談

21日（月） 午前９時～正午
保健センター

お子さんの体重測定や子育て・離乳食の相談な
ど、気軽にご相談ください。相談をご希望の場合
は、事前に保健センター【☎82-3111（内線 512）
直通 75-6230】へお申込みください。

すこやか相談

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230

健　診

４か月児健康診査

７か月児健康相談

10か月児健康相談

１歳児健康相談

１歳６か月児健康診査

対　象　児

令和６年12月生

令和６年９月生

令和６年６月生

令和６年２月～３月生

令和５年８月～９月生

受　付　日　時

10日（木）午後１時

16日（水）午前９時

15日（火）午前９時

17日（木）午前９時

11日（金）午前９時

相談をご希望の場合は、相談日の２日前までに千
曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター【☎
026-275-0548】へお申込みください。

町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前10時～午後６時

令和７年３月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,199世帯（－  1）
人　口： 13,797人    （－13）
　男　：  6,831人　（－17）
　女　：  6,966人　（＋  4）

件　数：　　  2件　
累　計：　　  3件　（－  4）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　  2件　
累　計：　　  3人　（－  7）

令和７年２月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

が休館

２月には一般書 145 冊、児童書 215 冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

☆おすすめの本
ハリー・ポッターと賢者の石　１－１ほか
全７巻、20冊
（作：Ｊ．Ｋ．ローリング、訳：松岡佑子／静山社）

　ベストセラー「ハリー・
ポッター・シリーズ」を静
山社ペガサス文庫で買い
なおしました。まだの方
も２度目３度目の方も、
この機会にどうぞ。

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24

金
４
11
18
25

土
５
12
19
26

月

７
14
21
28

日

６
13
20
27

☆おはなし会　
     12日（土）　午前 10 時 30 分～
☆「のぽんて」さんの創作紙芝居　
　19日（土）午前 10 時 30 分～
☆ちいさなおはなし会～あかちゃんひろば～　
　25日（金）午前 10 時 30 分～
☆点字・点訳講座　講師：山口静枝さん
　１日（火）、15日（火）　午後 2時～

　音で聞く広報さかきをご存じでしょうか？
　「広報さかき」は皆さんにお配りしている紙の
広報誌のほかに、町ホームページで、データと音
訳を聞くことができます。この音訳を担ってくれ
ているのが「おとわの会」の皆さんです。
　おとわの会は平成 19 年 10 月に結成され、「広報
さかき」に加え「坂城町議会だより」、「公民館報坂城」
や「SAKAKI 社協だより」の音訳をし、視覚障がい
のある方に情報を届けるお手伝いをしています。
　聞いてくれる皆さんに分かりやすく伝えるため
に、月に１回は集まって勉強会を行っているとい
うことで、お邪魔した際には、他県の音訳ボラン
ティア団体の 90 代の方の活躍が話題になり、「私
たちも 90 代まで頑張りましょう！」と談笑してい
ました！また、「障がいのある方だけでなく、多く
の方に音訳を活用
してほしい」とも
話していました。

火
１
８
15
22
29

　「学研まんがＮＥＷ世
界の歴史」（学研プラス）
全 15 巻も新しくなりま
した。
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町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前10時～午後６時

令和７年３月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,199世帯（－  1）
人　口： 13,797人    （－13）
　男　：  6,831人　（－17）
　女　：  6,966人　（＋  4）

件　数：　　  2件　
累　計：　　  3件　（－  4）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　  2件　
累　計：　　  3人　（－  7）

令和７年２月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

が休館

２月には一般書 145 冊、児童書 215 冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

☆おすすめの本
ハリー・ポッターと賢者の石　１－１ほか
全７巻、20冊
（作：Ｊ．Ｋ．ローリング、訳：松岡佑子／静山社）

　ベストセラー「ハリー・
ポッター・シリーズ」を静
山社ペガサス文庫で買い
なおしました。まだの方
も２度目３度目の方も、
この機会にどうぞ。

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24

金
４
11
18
25

土
５
12
19
26

月

７
14
21
28

日

６
13
20
27

☆おはなし会　
     12日（土）　午前 10 時 30 分～
☆「のぽんて」さんの創作紙芝居　
　19日（土）午前 10 時 30 分～
☆ちいさなおはなし会～あかちゃんひろば～　
　25日（金）午前 10 時 30 分～
☆点字・点訳講座　講師：山口静枝さん
　１日（火）、15日（火）　午後 2時～

　音で聞く広報さかきをご存じでしょうか？
　「広報さかき」は皆さんにお配りしている紙の
広報誌のほかに、町ホームページで、データと音
訳を聞くことができます。この音訳を担ってくれ
ているのが「おとわの会」の皆さんです。
　おとわの会は平成 19 年 10 月に結成され、「広報
さかき」に加え「坂城町議会だより」、「公民館報坂城」
や「SAKAKI 社協だより」の音訳をし、視覚障がい
のある方に情報を届けるお手伝いをしています。
　聞いてくれる皆さんに分かりやすく伝えるため
に、月に１回は集まって勉強会を行っているとい
うことで、お邪魔した際には、他県の音訳ボラン
ティア団体の 90 代の方の活躍が話題になり、「私
たちも 90 代まで頑張りましょう！」と談笑してい
ました！また、「障がいのある方だけでなく、多く
の方に音訳を活用
してほしい」とも
話していました。

火
１
８
15
22
29

　「学研まんがＮＥＷ世
界の歴史」（学研プラス）
全 15 巻も新しくなりま
した。
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「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください
■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町企画政策課　☎ 0268-82-3111
　　　　　　  直通0268-75-6211　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　株式会社シーデンス

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-p. jp

保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

日 程場 所 受 付 時 間

午前８時30分～11時30分

午後１時30分～３時30分

健 診 料 金

文化センター
大会議室

  ＜特定健診＞
40～74歳の国民健康保険加入者

無料（心電図含む）

  ＜一般健診＞
19～39歳の方　　　2,800円

  　　    75歳以上の方                                            
　（後期高齢者医療保険加入者）　

５月21日（水）

５月22日（木）

５月23日（金）

５月26日（月）

６月４日（水）

６月５日（木）

６月６日（金）

12月７日（日）

12月８日（月）

12月９日（火）

無料

※状況により、日程が変更となる場合があります。

保健センター

午前８時30分～11時30分

午後１時30分～３時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時30分～３時30分

【夜】午後５時～７時

【休日】午前９時30分～午後０時30分

昭和26年４月１日～昭和61年３月31日生まれの方

※昭和25年生まれの方は、健診時に74歳の場合に対象となります。
※国民健康保険以外の方は、各加入保険者へご確認ください。

大腸検診

前立腺がん検診

骨検診

肝炎ウイルス検診

検 診 内 容 対 象 者 検 診 料 金

40歳以上

50歳以上の男性

40歳以上の女性

40歳以上で過去に未検査の方

800円
840円
700円
900円

※特定健康診査・がん検診等申込書にて、集団健診を希望した方は、事前に問診票等の通知をお送りします。
※集団健診の新規申込み・変更などは随時可能です。保健センターまでお問い合わせください。

備 考

５月26日・12月７日～９日は実施なし

５月26日・12月７日は実施なし
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